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上田市学校給食運営審議会中間答申書に対する意見募集結果

１ 件名

上田市学校給食運営審議会中間答申書

２ 意見の募集期間

平成２３年３月１６日（水）から４月１日（金）まで

３ 意見の提出状況

項目 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 計

男性 0 1 1 3 0 1 6

女性 1 3 5 7 4 0 20

計 1 4 6 10 4 1 26
（単位：人）

４ 提出された意見数（項目別）

項 目 意見数

全体に関して 5件

Ⅰ 上田市の学校給食における理念

１ 理念

２ 理念に対する考え方

1件

0件

Ⅱ 学校給食における食育の推進について

１ 基本的な考え方

２ 教材としての活用

３ 地場産物の活用

４ 個別指導への対応

0件

3件

2件

0件

Ⅲ 安全で安心できるおいしい学校給食の提供について

１ 基本的な考え方

２ 衛生管理の徹底

３ 給食内容の充実

2件

0件

0件

2件

Ⅳ 学校給食の運営のあり方について

１ 基本的な考え方

２ 調理方式

３ 運営形態

0件

25 件

9 件

合 計 49 件
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５ 意見等の概要と審議会の考え方

⑴ 全体に関して

意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

ア

委員の皆さんが活発な審議等を

行ってきたことに敬意を表する。

【2件】

イ

地域の大人たちは、学校給食につ

いてもっと真剣に考える必要があ

る。【1件】

ウ

答申結果を受け、上田市の次世代

を担う子どもたちをはぐくむ学校給

食に期待する。【1件】

エ

教育分野へ予算を重点配分する

ことは、地域経済の活性化も期待で

きる。【1件】

中間答申書に対する意見を募集したところ、

多くの意見を寄せていただき、また、審議内容

を評価いただきまして、厚く御礼申し上げます。

なお、寄せていただいた意見は、答申の内容に

反映しています。

今後、この答申の内容などを踏まえて、上田

市の学校給食のあり方について、予算配分など

も含めて具体的な事項が検討されるものと考え

ています。

これを機会に、市民の皆さんも学校給食さら

には食への関心を一層高めていただき、今後の

上田市の学校給食のあり方について考えていた

だくとともに、引き続き学校給食へのご支援を

お願いします。

―

⑵ 理念

意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

ア

この理念を市職員はじめ多くの

市民が共有すべきである。【1件】

上田市の学校給食における理念を「次世代を

担う子どもたちをはぐくむ学校給食」とするの

が望ましいと考えた理由などは、答申書に記載

のとおりです。

この理念をはじめとする答申の内容は、10 回

にわたる審議会を開催し、慎重かつ活発な審議

を重ねるとともに、市内の学校給食施設の視察

なども行って得た結論です。したがって、行政

はもちろんすべて市民の皆さんにも答申の内容

をご覧いただき、ご理解いただきたいと思いま

す。

1頁・

2頁

⑶ 教材としての活用

意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

ア

子どもたちの生産体験には保護

者の協力を得るとともに、食への意

識の向上が図れるよう生産者との

交流や調理体験などの機会の増加

を望む。【1件】

食に関する問題は、本来家庭が中心となって

担うものでありますが、学校が要となって家庭

や地域と連携して、子どもに対する食育を推進

していくことも強く求められています。

したがって、ご指摘のとおり、あらゆる機会

を通じて、保護者をはじめ市民の学校給食への

理解を図るとともに、学校給食や食の重要性に

対する児童生徒の理解を深めるため、生産体験

や調理体験などの学校における食育の取組を充

実していくことが重要であると考えています。

3頁⑵

8頁イ②・

7頁ア④
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意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

イ

食文化を守り、地域の農業や経済

を守るため、学校給食における食育

や地産地消をより一層推進すべき

である。【1件】

学校給食を教材として活用する目的は、児童

生徒に栄養バランスのとれた食事内容等を体験

によって学ばせることや、実際に見る・食べる

といった行為を通じて楽しみながら食に対する

興味・関心を引き出すことにあります。

また、学校給食に地場産物を活用する目的は、

児童生徒が地域の食文化や伝統に対する理解を

深め、食への関心を高めることにあります。

これらのことを推進することによって、将来

的には食文化を守り、地域の農業や経済を守る

ことにもつながると考えています。

5頁⑷

ウ

学校給食は、実際に食べるという

体験を通して子どもたちの五感を

豊かにし、その準備を通して協調性

も育つ。また、地域に根ざした食文

化を受け継ぐよい機会である。

【1件】

学校給食を教材化することや学校給食に地場

産物を活用することによって、上記イの考え方

に記載した高い教育的効果が期待できます。

5頁⑷

⑷ 地場産物の活用

意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

ア

子どもたちが地域の自然・文化や

産業を理解し、また、地域を活性化

する取組として、学校給食における

地場産物の活用に期待する。

【1件】

学校給食に地場産物を活用することは、学校

給食を教材として活用するための取組の一つと

してとらえています。

そして、この地場産物の活用によって、児童

生徒が地域の食材を通じてその地域の自然や文

化、産業等に関する理解を深めるとともに、そ

れらの生産等に携わる者の努力や食への感謝の

念をはぐくむうえで非常に効果があると考えて

います。

9頁前文

イ

自分が食べる食材がどのような

人たちによって生産されているの

かについて知ることは、食育の基本

であり、地場産物の活用の数値目標

を定め、高めていく必要がある。

【1件】

学校給食に地場産物を活用することの意義等

は、上記アの考え方に記載のとおりです。

その目標とすべき事項については、量も大事

だが質に重点を置いて推進していくべきである

と考え、できるだけ多くの種類の食材を使用し

て、上田市産の地場産物を大事にする心を養い、

故郷である上田に愛着をもつようにすることと

しています。

なお、食育推進基本計画に掲げられている目

標値（学校給食における地場産物の使用割合を

食材数ベースで 30％以上とする）は、引き続き

達成していくことが望ましいと考えます。

9頁前文

9頁⑵

⑸ 安全で安心できるおいしい学校給食の提供について

意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

ア

次世代を担う子どもたちが安心

して食べることができる学校給食

を望む。【2件】

提供される学校給食が安全であり、児童生徒

が安心して食べることができるものであること

は、どんなことにも優先していかなければならな

い事項であると考えています。

それを実現していくためには、衛生管理の徹

底等を図っていくことが重要であると考えてい

ます。

14頁⑵

15頁前文
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⑹ 給食内容の充実

意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

ア

米飯給食の実施回数を週3回から

週 4 回に増加されることを期待す

る。【1件】

イ

食の欧風化が進み、健康面からも

和食が見直されてきている中では、

米飯給食を中心とした献立を多く

するべきである。【1件】

上田市における米飯給食の実施回数は、学校

給食施設ごとで異なっています。

この現状や献立の多様化に対する児童生徒の

期待なども考慮して、日本型食生活のよさを児

童生徒に伝えられるよう、基本的に米飯中心の

主食としつつも、柔軟にパンや麺を取り入れて

いくことが望ましいと考えています。

27頁参考資料9

18頁⑶ア

⑺ 調理方式

意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

ア

単独調理場方式が望ましいとす

る方針を支持する。【23件】

（単独調理場方式が望ましいとす

る主な理由）

① 調理の際に漂ってくる匂いな

どにより、児童生徒が給食をより

身近なものに感じることができ

る。

② 調理する姿を見ることや毎日

の配食や片付け時における児童

生徒と給食員の交流は、感謝の心

を育てるなど、子どもたちの人間

形成にとって大切な教育の場と

なる。

③ 児童生徒は食材の味や色、温度

の変化が少ない給食を食べるこ

とができる。

④ 学校給食に地域の特産品（松茸

など）や規格外の野菜も使用する

ことができ、地場産物の活用が推

進できる。

⑤ 食物アレルギー対応などでき

め細やかな対応ができる。

⑥ 災害時に小中学校が避難所に

なった場合に、調理場を利用して

炊き出しを行うことができる。

この項目については、寄せられた意見が最も

多く、あらためて市民の皆さんの関心の高さが

伺えます。また、特徴的であったのが、この項

目に対する意見の多くに考えた理由や根拠が明

記されていたことでした。

本審議会においても、単独調理場方式と共同

調理場方式それぞれに効果と課題があることか

ら、具体的な事例なども踏まえながら、ご指摘

の左記の点も含め 70 以上の事由を挙げて比較

検討した結果、単独調理場方式が望ましいとの

答申を行いました。

答申書に掲げた理由は 3 点になっています

が、数多くある各調理方式の効果と課題の中で、

特に単独調理場方式に期待できる効果を列記し

てあると考えています。

22頁①～③

イ

上田市の給食センターは、地元農

産物の利用、食材の当日入荷・当日

処理、早朝から準備を行うなど、他

市と比較すると手間をかけた全国

にも誇れる給食を提供している。

【上記アの 23件のうち 3件】

ご指摘いただきました点は、答申書にも記載

しています。

21頁イ

ウ

中間答申書中の調理方式－方針

－理由に、学校給食が教育活動の一

環であるとの観点に立ち、子どもの

心を育てることを重視することを

追加してほしい。

【上記アの 23件のうち 1件】

ご指摘いただきました点は、答申書にも記載

しています。

1頁・

2頁
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意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

エ

学校給食については、保護者の負

担やその他の市民による「税金」で

賄われており、限られた財源の中で

は、どこかを増やせばどこかを減じ

る又は増税が必要であることを認

識する必要がある。

これからの公的サービスのあり

方を考える際には、理想とともに少

子高齢化により重い負担を背負う

と考えられる次世代の負担につい

ても周知し理解してもらうことが、

現在の大人の責任・義務であり、市

民に対しては、優れた点のみならず

課題となる点についても、行政負担

という曖昧な言葉ではなく、具体的

に示すべきである。【1件】

調理方式については、各調理方式の効果と課

題の資料だけでなく、各調理方式を採用した場

合にかかる経費の資料も参考にして検討を行い

ました。なお、この経費は一定の条件のもとで

試算したものであることから、答申書には記載

していませんが、現状における経費の負担割合

等については記載しています。

但し、将来にわたる次世代の負担を数値で明

確に示すことは困難ですので、本審議会として

は、学校給食施設を整備する際に、答申の内容

を十分に踏まえるとともに、学校再編や効率な

どにも配慮して、よりよい方向へ進めていって

ほしいと考えています。

21頁表・

28頁参考資料12

21頁ア

オ
単独調理場方式と共同調理場方

式の長所を明記。【1件】

答申書に記載のとおりです。 21頁・

22頁

⑻ 運営形態

意見等の概要 意見に対する審議会の考え方 答申書参照頁

ア

業務の民間委託には反対である、

または慎重に検討すべきである。

【9件】

（業務の民間委託に反対又は慎重

に検討すべきとする主な理由）

① これまでの給食の水準（味や安

全など）を維持できない懸念があ

る。

② 食物アレルギー対応などきめ

細やかな対応ができるどうか疑

問である。

③ 学校ぐるみで食育に取り組む

意識が薄まることや食の安全に

対する教育委員会の責任感が希

薄になるなどの弊害が懸念され

る。

④ 利益追求のため、外国産の安い

食材が使用されるなど、地場産物

の活用ができない懸念がある。

⑤ 民間委託を検討する前に、民間

委託しなくてもよい方策を検討

すべきである。

少子高齢化の進展などにより、上田市の財政を

取り巻く状況が一層厳しくなっていく中では、す

べての事業の見直しが必要になってくるものと

思われます。このような状況の中で、長期にわた

って学校給食を持続的に実施していくためには、

効率的な運営を図っていく必要があります。そし

て、それを実現していくためには、いくつかの方

策が考えられますが、業務の民間委託はその選択

肢の一つであると考えています。

意見の中には、全面委託を想定していると思わ

れるものがありましたが、文部科学省通知で献立

作成などは委託の対象にできないことが示され

ていることから、ここで想定している民間委託は

全面委託ではなく、業務の一部（調理、配送、洗

浄などの業務について）の委託になります。

また、民間委託を懸念する理由についてもご指

摘いただきましたが、業務の一部が民間委託され

たとしても、学校給食の実施主体や責任の所在

は、学校給食法に規定されているとおり、あくま

でも上田市にあります。

本審議会としては、これらのことを十分に理解

したうえで、学校給食の質を低下させないこと、

食に関する指導が行えること、安全が確保できる

こと及び法令を遵守することに十分配慮できる

のであれば、業務の一部を民間に委託するなどを

検討する余地はあるとしていることをご理解い

ただきたいと思います。

意見を受けて、業務の民間委託は全面委託でな

く、部分委託であることをご理解いただけるよう

答申書の内容を修正しました。

24頁

24頁・

28頁参考資料11


